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NAVI
９月の休館日
３日㈪・18日㈫

　「100ｍでは悔しい思いをしたので、200ｍで全
国大会出場を決めることができて嬉しいです」と語
るのは、富岡中学校３年生の御宿ありすさん。６月
に行われた県中学校選抜陸上競技大会に100ｍと
200ｍでエントリー。100ｍは、全国標準記録を突

破するも、追い風参考記録となり全国大会出場を逃
しました。その悔しさを200ｍでぶつけ、全国標準
記録を突破し、８月18日㈯から21日㈫まで岡山県
で行われた全日本中学校陸上競技選手権大会への出
場を決めました。
　御宿さんは、陸上競技を兄の影響で小学５年生か
ら始めました。中学生になり本格的に競技と向き合
い、部活動以外にクラブチームにも所属しています。
練習は週５日以上。大会で納得いく結果を出すこと
ができず、悩んだ時期もありましたが、日々の練習
の中に目標設定をし、課題を１つ１つクリアしてい
くことで着実に力を付けました。「全国大会では、
これまで指導してくれた先生やコーチ、支えてくれ
た方々への期待に応えます。決勝に残れるように頑
張ります。中学の集大成として有終の美を飾って終
えたいです」と意気込みを語りました。
　「高校に進学しても大好きな陸上競技を続け、さ
らに活躍できる選手になりたいです」と笑顔で話し
てくれました。これからの活躍も期待しています。

全日本中学校陸上競技選手権大会
女子共通200ｍ出場

御宿　ありすさん（上城・14歳）

2018
年

 
N
o.1361

9
月1

日
号

わたしたちのふるさと　公募写真展

　「ふるさと」とは、生まれ育った所やかつて住ん
だことがある街など、自分が「ふるさと」を感じて
いる場所のことです。「ふるさと」の写真を出品し
てください。
　展示期間中、入場は無料です。どなたでもご覧に
なれます。

展示期間／11月14日㈬～18日㈰　10時～17時
と こ ろ／２階展示室
申し込み／申込票、出品票、預り票、額装された写
　真作品を提出してください。
　※１人３作品まで出品できます。
申込期間／10月17日㈬～11月９日㈮
出 品 料／一般▶︎250円
　友の会会員▶︎200円
　高校生以下▶︎100円

関所と農村の負担

　江戸時代の小田原藩は、東海道と甲州への脇道に
ある関所を管理していました。代表的なものが箱
根・根府川・仙石原・矢倉沢の関所です。箱根は
「入鉄砲と出女」を、根府川は熱海の入湯者の動き
を監視していました。これらの関所の修繕は、周辺
の領地の村々に命じられました。
　須山区に残る1848年の『蒲原宿助郷御免願い』
では「仙石原関所の修復と柵の結替えについては、
山坂５里竹木を運び、人足・大工・杣

そま
・木

こ び き
挽も派遣

するので多大の費用がかかり
ます。箱根関所の急用の際に
は詰人足を出すこともありま
す」と訴えています。1853
年２月、関東地方を中心とし
た地震が発生し、仙石原関所
でも門・石垣・建物に大きな
被害がでました。藩では、す
ぐに村々に修繕の指示を出し
ました。　

『蒲原宿助郷御免願い』

（須山区有文書）
『仙石原御関所修復日記』

（渡邉家文書）


